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1・ 腸結核症;於 ケル結核性病攣 ノ部位粒呂程度=關 スル統計的観察

1.検 査 例分類

余 ノ検査例 ハ、総数208例 気 蓋 ク肺 ニ結核性

病攣 テ有 シ、少籔例 テ除 ク ト、 皆廣汎性肺結核

症 テ有 スルモ ノデアル｡

(1)年 齢 及 性別

男性 ハ162例 、 女性ハ46例 デアル｡

年 齢 ハ、6歳 以上、75歳 迄 ノ者 デアルガ、15歳

以上、35歳 以下 ノ例 ガ最 モ多 イ(年 齢 ハ敷 へ歳

デアル)(第1表 参照)｡

(2)結 核 性病髪 ノ有無

208例 ラ 病攣 ノ有 無 二依 リ分 類 スルニ次 ノ如 ク

デ ア ル｡

第1表

年轍)正 男 正女 昭計卜齢(歳)図 女 書計
10歳 以 下02245-49314

10-14571250-54404

15-1928113955--59112

20-244154660-64213

25--2935104565-69000

30--342252770--74202

35-391121375-79011

40-4480816246208
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第2表

1.肉 眼 的 ニ結 核 性 病 墜 ヲ有 ス ル者184例(88・5%)

A、 第 三 型 乃 至 第 八 型 ノ潰 瘍 ヲ有 ス ルレ者168例(80.8%)

B、 第 三 型 乃 至 第 八 型 ノ潰 瘍 ヲ有 セ ザ ルレ者16例(7.6%)

a、 第 一 型 、 第 二 型 、 搬 痕 ノ ミノ者4例(1.9%)

b、 第 一 型 、 第 二 型 ノ ミ ノ者4例(1.9%)

c、 第 一 型 及 ビ搬 痕 ノ ミノ者5例(2.4%)

d、 第 一 型 ノ ミノ者3例(1・4%)

2.肉 眼 的 ニ結 核性 病 攣 ヲ有 セ ザ ル者24例(11・5%)

A、 肉 眼的 ニ搬 痕 ノ ミ ヲ有 ス ルレ者3例(1・4%)

B、 肉眼 的 ニ病 愛 ヲ見 ザ ル者｡1例(10・1%)

(B附 記 、一 此 内組 織 學 的 ニ結 核 性 病 攣iヲ謹 明 セ ル 者 … ・5例(2・4%)

備 考一 病 型 ノ定 義 ニ就 テ ノ・第 一 同 報 告 結 核 性病 攣 ノ肉 眼 的所 見 ノ項 参 照｡

2,病 攣 部位 二關 スル統計

検 査例208例 中、結核性腸潰瘍 テ有 スル168例

二就 キ、腸 各部 二於 ケル罹患頻 度 テ検 スル ト、

第3表 ニ示 ス如 久 同腸 ガ 第一位 テ占 メ、162

例 二達 シ、之 ニ次 グモ ノハ、 盲腸 及上行結腸 デ

アル｡次 ハ同盲轄、室腸、横行結腸、下行結腸、

S字 部、 直腸 ノ順 デ、十二指腸 ハ最 モ少 イ｡

次 二、 小腸 ト大腸 トノ罹 患頻度 ハ、殆 ド同激 ヲ

第3表

腸ノ結核性病攣部位ニ關スルレ統計(168例)

示 シテ居ル｡

叉全腸 二病攣ヴ 有 スル者 ハ19例 ニ達 スル｡

次 ニ、病髪 ガ腸 ノー部位 ニ ノミ限 ツテ存在 スル

場 合ラ基 ゲル ト、第4表 二示 ス様 二、 其数 ハ甚

ダ少 ク、室腸、同腸、盲腸 等 一 ノミ病攣 ラ有 ス

ル例 ガ各1例 アル ノ ミデ ァル｡

次 ニ小腸 ノ ミニ病髪 テ有 スル例 ハ7例 デ、大腸

ノミニ病攣 ラ有 スルモ ノハ6例 デアル｡

第4表(168例 中)

病 墜が腸ノー部位 ニ限 リテ存在スル例

部 位昭剛 部

十 二指 腸

空 腸

同 腸

同 盲 辮

言 腸

上 行結 腸

位幽

-
」
一
-

1

横 行結 腸

下 行 結 腸1

S字 状結腸1

直 腸i

小

一大

ワ
8

nO

腸

腸

3.病 愛 程度=關 スル統 計

腸 二 結核性 潰瘍 テ 有 スル168例 一 就

キ、其病攣 ノ程度 テ比較 スルニ當 リ、

余 ハ第 一同報 告 ノ検索方法 ノ項 ニ述 べ

タ様 二、詳細 二記録 シテ置 イタ検 査例

ノ病攣 所見 テ仔細 二 比較 シ、 腸 各部

ノ病髪程 度 テ最張度(冊)、 強度(惜)、

梢 支輕度 研)、 輕 度(十)ノ 四種 類二嘔

別 シタ｡

此 病攣程度 ノ決定 二就 テハ、 潰瘍 ノ
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撒、大 キサ、融合 ノ程度、結核結 節 ノ多少等 ノ

關係 ト、罹 患腸部位 ノ解剖學 的廣狭 テ考慮 シテ

決定 シタ ノデアル｡

上 述 ノ方法 ニヨ リ各腸部位 ノ病攣程 度 ラ比較 シ

テ見 ル ト、第5表 二示 ス様 二、 盲腸、 同盲蝶、

第5表 腸各部病墾程度比較

　 　 しニニニニニニニコ

病礎顧 側計 漏晒 鍍 耐

上行結腸、 同腸等 デハ、其各部 ノ罹患例 ノ大多

撒(75-58%)ガ 強度 ノ病攣 喘 、帯)テ 有 スルニ

反 シ、 卜二指腸、 直腸、S字 部、下行結腸 デノ・

罹 患例 ノ大 多数 ハ輕 度(十 、+)ノ 病 攣 ラ有 シテ

ヰル｡室 腸、 横行結腸 デハ、 病攣輕度 ノ例 ガ

梢 ζ多 イ撒 テ示 シテヰル｡

次 二、 小腸全膿 ノ病攣程 度 ト、 大腸 全膿 ノ病攣

程度 テ比較 シテ見 タ｡

168例 中、 病攣 ガ小腸、大 腸 ノ何 レヵ一方 ノQ

偏 スル13例 テ除 キ、155例 ニ就 テ見 ルー、小腸

ノ病攣 ガ大腸 ニ比 シ強度 ナル者61例(此 内其 差

異 ガ特 ニ著明 ナ者7例)、 大腸 ノ病攣 ガ 小腸 二

比 シ強度 ナル者52例(此 内其差異特 ニ著 明 ナ者

25例)、 小腸大腸 ノ病攣 ガ殆 ド同一程 度 ナル者

42例 デアル｡

帥 小腸 ノ病攣 ガ大腸 二比 シ張度 ナル例 ガ、 之 一

反 スル例 ヨリ幾分 多 イ撒 テ示 シテヰルガ、 小腸

ト大腸 トノ病髪 ノ間 ニ差 異ガ著明 ナ例 ノ ミニ就

テ観 ル ト、寧 ロ大腸 ガ小腸 ノ病攣 ヨリ強度 ナ揚

合 ガ多 イ｡

次 二168例 ニ於 テ、1例 、1例 ニ就 キ、其 腸各

部 ノ病攣程度 テ貼検 シ、各例 ノ腸全膿 ノ病慶 ノ

程 度 テ別 ケテ見 タ｡

而 シテ其程度 テ最 彊度(冊)、 弓星度(柵)、 梢 丸輕

度(升)、 輕 度(+)ニvtL・ 別 シタ｡

此 ノ最強度{柵)ト 云 フ ノハ、腸 全禮、 又 ハ腸 ノ

大部分 ニ亙 ツテ著 明 ナル病攣 ガ見 ラレルモ ノデ

強 度(帯)ハ 之 ニ次 グモ ノデアル｡病 慶輕度(十)

ト云 フノハ、 腸 ノー局部 ノ 足ニ 病攣 テ有 スル

カ、 又 ハ腸 ノ撒部位 ニ輕度 ナル病攣 テ散 在性 二

見 ルニ過 ギナイモ ノデアル｡病 憂梢 、輕度(十)

ハ 之 ヨリ梢 丸病攣 ノ多 イモ ノデ ァル｡

以 上 ノ匪別 ニ依 ツテ168例 ラ分類 スル ト、(冊>

40例 、(帯)51例 、(十)42例 、(十)3・5例 トナル｡

4.主 要 病攣 部a關 スル統 計

余 ハ第 三型乃 至第八型 ノ病攣 ラ有 スル168例 ニ

就 キ、其1例 、1例 ノ病攣像 ヲ仔 細 ニ貼検 シ、

其病攣程 度 ノ最 モ烈 シイ腸 ノ部分 ラ主要病攣部

ト定 メ、 如何 ナル腸 ノ部分 ガ最 モ圭要 ナ攣 化 テ

手寺ツカラ統言十白勺ニ藍見察 シタ｡

第6表 ノ黒 イ長方形 ノ部分 ハ圭要病攣部 テ現ハ

シ、其 中 ノ数字 ハ其部位 ヲ主要病攣 トスル例 数

テ刀くシテヰル｡

主 要病攣 部 ヲ腸 ノー部位 ニ ノ ミ見 ル揚合 ノ・1ノ

欄 二集 メ テアルガ、二部位乃至六部位 ニ亙 ツテ

見 ル場 合ノ・、各 皿乃至VIノ 欄 二列基 シテアル.

主 要病稜部 ガニ部位乃至撒部位 ニ亙 ル ト云 フ ノ

ノ・、夫等 ノ範園 内ニ於 テハ、殆 ド同一程 度 ノ病

墜 テ示 シ、此 中 ヨ リ特 ニ著 明ナ病攣部位 テ選出

シ得 ナイ場合 テ意味 スル ノデアル｡

主 要病攣 部以外 ノ腸部 位 ノ病慶 ハ小長方形(例

撒 テ示 ス｡1個1例 デアル)デ 現 ハ シ、■ ノ・病攣

最強度 〔柵)及 強度 研)、 ロ バ病攣梢k輕 度(十)

及輕 度(十)テ 現ハ ス｡

讐ヘバ、最上欄 ニ就 テ説明ス レバ、同腸 ノ中央部ヲ圭

要病攣部 トスルレ例ノ・2例 デ、 其2例 ノ圭要病攣部以

外ノ腸各部 ノ病墾 ノ程度ノ・次 ノ如 クデアルレ｡即 チ、

2例 共十二指腸ニノ・病攣 ヲ有 セズ｡空 腸 デノ・、1例

ノ・病攣稽 く輕度(什)、1例 ノ・輕度(十)デ アルレ｡同 腸デ

ノ・、共上三分 ノーノ部分デノ・、1例 ノ・最強度(・HH・)、

1例 ノ・強度(柵)デ アルレ｡回 腸 中央三分ノーノ部分 ハ
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第6表 腸圭要病墜部 ト之 ニ件フ腸各部ノ病愛程度ノ關係(146例)

圭 要 病 攣 部 デ ア ルレ｡同 腸 ノ 下 三分 ノ ー ・部 分 ノ・最 弧

度(冊)1例 、 強 度(・1・i・1・)1例デ ア ルレ｡同 盲 繍 デ ・・、 最

弧 度(冊)1例 、稽 く輕 度(++)1例｡盲 腸 デ ノ・、 強 度

(柵)1例 、 輕 度(十)1例 デ ア ルレ｡上 行 結 腸 デ ・・、 強

度(柵)】 例 デ、 他 ノ1例 ニ ハ 憂 化 ガ ナ イ｡横 行 結 腸

デノ・、1例 ノ ミが 稽 ζ輕 度(督)ノ 病 攣 ヲ有 シ、 他 ノ

例 ニ ハ攣 化 ガナ イ｡下 行結 腸 デ ノ・1例 ノ ミガ輕 度(十)

ノ病攣 ヲ有シテヰルレ｡S字 部、 直腸 ニノ・2例 共病攣

ヲ見ナイ｡

第二欄以下モ上記ノ記載ニ從 フモノデアルレ｡

検 査例168例 中、22例 へ 病憂 ガ輕 度 デ、散 在

性 二各腸 部位 二病竈存在 シ、又 ハ病攣 ガ腸 ノー

局部 ニ占居 スル者 デアル｡是 等 ノ22例 ヲ除 キ、

146例 ニ就 テ 主要病攣 部 ノ観 察 ラ行 フ ト、 盲腸
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及上行結腸 テ主要病攣部 トスル例 力最 モ多 ク、

22例 ニ達 シ、盲腸 ノミテ主要病攣部 スル例 ガ19

例、次ハ盲腸及 ビ上行結腸起始部 テ主要部 トス

ル例、次ハ回腸下部、撫、盲腸 ヲ圭要病憂部 ト

スル例 ガ多 イ｡

次 二主要病攣部以外 ノ腸部位 ノ病攣テ比較 シテ

見ル ト、大禮二於テ、圭要病憂部 二近 イ腸 ノ部

第7表

分 ガ罹 患傘 多 ク、其病憂 モ強 ク、 之 テ遠 ザ ヵル

ニ從 ヒ罹患率 ト強度 トヲ減 ジテ居 ル｡

次 二此 ノ146例 ニ就 テ、各腸部位 ガ圭要病攣部

ヲ占 メル頻度 テ調 くごテ見 ル ト、 盲腸部 二最 モ頻

繁 デアツテ、113例K77.2%)ノ 多 撒 二達 シ、上

行結腸79例(54.0%)、 回 盲鱒60例(41.1%)、

同 腸56例(38.3%)ノ 順 位 デアル(第7表 参 照)｡

各腸部位が圭要病攣部 ヲナス頻度(146例)

旛 陸 劇 同腸陣鰍 盲 劇 上行綱 横行綱 下行瑚 S学 部
1直 腸

鰯(例 籔)・1・ い ・}2 ・913・1・
1・

0

搬1共 ニ ・1・1361581g41761・6171・ 昭 ・

合計!卿)1・}｡ .61%3811%14、ll%171塁%昭5411劣1、｡ll%14.1%1｡.61%正 ・

5.纏 括

(1)余 ノ材料208例 ノ・、少数 ノ例外 ラ除 ク ト、

壷 ク肺 ニ廣 汎性結 核 テ有 スル者 デアル｡

男 性ハ162例 、 女 性・・46例 デ アル｡

年齢 ハ6歳 ヨリ75歳 迄 ノ者 デ、15歳 以上、35

歳 以下 ノ例 ガ最 モ多 イ｡

腸 ニ肉眼 的 ニ結核 性病攣 ラ有 スル者184例(88.

5%)デ 、 コ ノ内、第 三型 ヨ リ、第八型迄 ノ結核

性 潰瘍 テ有 スル者168例(80.8%)｡第 一 型及第

二型、疲痕 等 ノ ミテ有 スル者16例(7.6%)デ ア

ル｡肉 眼的 ニ結核 性病攣無 キ者 ハ、24例(11.5

%デ アル ガ、 コ ノ内5例 ハ組織學的 二結核性病

攣 テ有 スル｡

(2)腸 二結核 性潰瘍 テ有 スル168例 二就 キ、其

病攣 部位 テ検 スルー、 同腸 ノ侵 サ レタ例 ガ最 モ

多 ク、162例(96.0%)二 達 シ、 之 二次 グモ ノ・・、

盲腸 及上行結腸 デアル｡十 二指腸 ノ侵 サ レタ例

ノ・最 モ少 イ｡

次 ニ大腸 ト小腸 ノ罹 患頻度 ラ比較 スル ト、殆 ド

同撒 デ、何 レモ約96.0%デ アル｡

腸 全膿 ニ病攣 ヲ有 スル者 ハ19例 デ アル｡

次 ニ、小腸 又ハ大腸 ノ ミニ病攣 テ有 スル例 ハ甚

ダ少 ク、7及6例 デアル｡

腸 ノー部位 二 限 リテ 病攣 ラ有 スル 例 ハ 更二少

久 室腸、 同腸、 盲腸 ニ ノミ病憂 ラ有 スル例 ヲ

各1例 見 ル ノミデアル｡

`3)168例 ニ就 キ、 腸 各部 ノ病攣程度 テ比較 シ

テ見 ル ト、 盲腸、辮、 上行結腸 、同腸 デノ・、罹

患例 ノ大 多数 ガ張度 ノ病 愛 ラ有 スルニ反 シ、 十

二指腸、 直腸、S字 部、 下行結腸 デノ・、其罹 患

例 ノ大部 分ハ病憂輕度 デアル｡室 腸、横行結腸

デハ病攣輕 度 ノ例 ガ梢 亙多 イ｡

次 ニ、 小腸全膿 ノ病攣程度 ト、大腸 全盟 ノ病攣

程 度 ラ155例 ニ就 テ検 スルニ、 小腸 ノ病攣 ガ大

腸 ニ比 シ強度 ナル例 ハ、 之 二反 スル例 ヨ リ稽 、

多 イ撒 テ示 シテヰル｡然 シ大腸 ノ病攣 力小腸 ノ

病憂 ヨリモ強度 デアル例 ニ於 テハ通常其 病攣 ノ

輕 重 ノ差 異 ガ特 ニ著 明 デアル｡

(4)146例 二就 キ、腸 ノ圭要病攣部 テ検 スル ト、

盲腸 及上行結腸 テ主要 病攣 部 トスル例 ガ最 モ多

ク、之 二次 グモ ノハ盲腸 ノミテ圭要病髪 部 トノ

ル例 デアル｡次 ハ同腸 下部、織、 盲腸 テ主要病

憂 トスル例 デアル｡

主 要病攣 部以外 ノ腸 各部 ノ病攣 テ比較 シテ見ル

ト、大艦 ニ於 テ圭要病攣 部 ニ近 イ腸 ノ部分 ガ罹

患卒 多 ク、其 病憂 モ強度 テ示 シ、 主要病攣 部 テ

遠 ザ ヵルニ從 ヒ、罹 患率 ト強度 テ減 ジテ居ル ノ

ア ア ル｡

(5)以 上 ノ成績 テ通覧 スル ニ,腸 ノ各部 二於 テ

罹患頻度 ノ最 モ多 イ ノへ 同盲部、殊 ニ同腸 デ

アルガ、病憂 ノ程度 ヨ リ之 ラ見 レバ、強度 ノ病

攣 ハ寧 ロ盲腸 二多 ク見 ラ レル ノデアル｡
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要 スルニ文献 ニ記載 セラレテヰル様 二、余 ノ成

績 モ亦腸 ノ結 核性病攣 ガ同盲都 ニ好議 スル コ ト

ニー致 シテ居 ル｡且 病攣 バー般 ニー ケ所 二主要

ナ、即重 イ病攣 テ起 シ、之 レニ遠ザ カルニ從 テ

攣化 ガ輕 クナツテ行 ク｡飛 ビ離 レタ部位 二重篤

ナ病髪 テ來 シテ居 ル例 二接 シナカ ツタ｡在 ルニ

シテモ極 メテ稀 ナモ ノデ アルニ違 ヒナ ィ｡

1【.腸 結核症 呂於 ケル結核性病髪型 二關 スル統計的観察

1.観 察 方法

余 ハ既 ニ本論文第 一同報 告 ノ検索方 法 ノ項 二於

テ、観 察例 ノ大多撒 ハ、1例 、1例 ニ就 キ、全

腸粘膜 ニ存 スル個 々 ノ病攣 ノ形 欺 テ殆 ド原形大

ニ才莫窮 シ、之 ニ其病攣 ノ性月犬テ附記 シタコ トラ

蓮 ベタ(第1囲 参照)｡

而 シテ、之 ヨ リシテ、腸 ノ結核性病憂 テ其形態

蚊 二性歌 ニヨル分類 テ試 ミ、第 一型 ヨ リ第八型

マ デノS種 類 二分 ケタ コ トテ報告 シタ(第 一同

報 告、結核性病憂 ノ肉眼 的所 見、結核性病攣 ノ

分 類蛇 ニ其 性状 ノ項参照)｡

本 項 ニ於 テハ、観察例 ノ各{二 於 テ、如何 ナル病

攣型 ガ存 スルカ、 又各例 ハ如何 ナル病攣型 ラ主

第1圖

要 ナル病攣 型 トスル カ、叉 各病攣型 ノ生ズル頻

度等 二關 スル統 言i的観察 ラ試 ミタモ ノデアル｡

検査 ハ腸 ニ結核 性病慶 テ存 スル1温 例 ニ就 テ行

ツタ ノデアル｡而 シテ此 ノ内、122例 ハ第1囲

二示 ス如 キ模爲圖 二依 リ各種病憂型 ノ数 及大 キ

サラ正確 ニ知 ツタ例 デアル(病 攣型計算例)｡此

ノ外 ノ62例 ハ、 腸各部位 ニ於 ケル 各種病攣型

ノ目算 ニヨツテ撒、大 キサ、性状等 テ記載 シテ

置 イタ例 デアル(目 算例)｡

病 攣 型 計算例(122例)二 於 テノ・、其1例 、1例

ニ就 キ、其例 ノ最 モ1三要 トスル病攣 型 テ其例 ノ

第1位 病攣型 トシ、之 二次 グモ ノラ第2位 病憂

型 トシタn爾 主要病攣型 ト認 メ得 ザ ル第3位 病

腸 病 憂 模 型 圖

模 型 圖(1)・ ・、 余 が材 料 観 察 ノ時 、記 載 セルレ模 型 圖 ヲ其 儘墾 ゲテ 記録 ヲ例 示 ンタ モ ノ デ ア ルレ｡横 線 ノ下

ノ・、 腸 ヲ腸 間 膜 附 著 部 ニ於 テ前 面 カ ラ切 リ離 シ、 廣 ゲ タ モ ノデ ア ッ テ、 各 病 攣 型 ノ・箕 物 大 ニ模 窮 サ レテ

ヰ ルレ｡横 線 ノ上 ノ・、 各病 攣 型 ノ性 状 ヲ記載 シク モ ノデ ア ルレ｡

模 型 圖(2)一(4)ノ ・、 上述 ノ如 ク記 載 セ ルレ模 型 圖 ヲ全 腸 ニ亙 ツ テ墾 ゲ、 各病 憂 型 ノ性状 ノ記載 ヲ除 キ、

軍 ニ病 憂型 別 ノ ミヲ示 シタ モ ノデ ア ルレ｡之 ニ ヨ リ各 種 病 愛 型 ノ登 生 ノ状 態 ヲ見 ルレコ トが出來 ルレ｡

第1固(1)



560 黒丸=腸 結核症ノ病理解剖學的研究 【第]0巻

Nr,46.S・U.a27c.1

第 1 圖(2)

(ぜ増 腸 ・あ費'り

1

犀響ll::償 ♪

ll

盲都

9

0
π1昭

よ`テ邸錫

9
皿

皿

橘 ∫認鰐・

㌦ Ω

亀5

∴亀・
五

い

(,4丁窮吏tLル

愛 型及3位 以下 ノ病憂型 テ假 リニ随件病憂型 ト

命 名 シテ暉別 シタ｡此 嘔別 ノ・病憂 型 ノ数 ノ多少

形 ノ大小、廣 サ ノ廣挾 テ考慮 シ決 定 シタモ ノデ

ア ル｡

又腸全艦 トシテ ノ主要病髪 型拉 ニ随件 病慶型 テ

匪別 スル ノ ミナ ラズ、 小腸及 ビ大腸 ノ各 丸二就

テモ コノ日憂別 テ言式ミタ｡

次 二目算(62例)例 ニ於 テノ・、 主要病髪型、即第

1位 及第2位 病攣型 ノ ミラ暉 別 シタノデアル｡

病 攣型 ハ8種 類 二匠別 シタノデアルガ、 實際吾

.丁輔断 る

0

玲

嬢

腿

○

漸

人 ガ見ル腸病憂 ハ必 ズ シモ、 コノ・S種ニ剖然 ト

日轟別 シ得 ルモ ノデハナ ィ｡即 二種 ノ型 ノ移行型

ト認 メラル ・モ ノガ アル｡カ ・ル場合、 本統 計

二於 テハ、 便宜1二、之 テ比較 的 ニ類似 セル型 二

編 入 シ、 計算 シタ｡然 シ乍 ラ第 一型 ト、第二型

トハ之 ラ肉眼的 ニ優 別 スルニ困難 ナ所 見 ニ往 々

遭遇 スル ノデ、便宜 上 コノ雨型 ハ同一 ノ型 トシ

テ取扱 ツタ｡

2.腸 全 髄 二於 ケル病攣型 ノ観察

184例 二就 テ、腸全膿 トシテ ノ、 主要病攣型(第
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一位病攣型)テ 見 ル ト、第S表 ニ示 ス如 クデア

ル｡即 第一及第 二型 テ主位 トスル例 ガ最 モ多 久

184例 中、73例(39.6%)ニ 達 スル｡次 ハ第八型

テ主 トスル例 デ、24.4%｡次 ハ、第 四型(14.1

%)デ アル｡第 七型(5.4%)及 第 三型(3.3%)ラ

主 トスル例 ハ砂 イ｡而 シテ、第五型、第 六型 ガ

輩掲 デ主要病攣型 ラナ ス例 ハ無 イノデアルし｡

病 痩型計算例 ト、 目算例 トノ成績 ハ、大 同小異

デ アル｡

3,小 腸a於 ケル病攣型 月観察

病壁型計算例122例 中、小腸 二病攣 テ有 シナイ

7例 テ除 キ、115例 ニ就 テ観察 スル ト、

第9表(1)ニ 就 キ見ルニ、上段 ノ各病攣型頻度

ト・・、115例 中9種 ノ病攣 型 ノ各 ラ有 スル 例 ト
「

然 ラザル例 テ分 ケタモ ノデ、實撒 ノ・例敷 ラ現 ハ
ド

シ、百分率 ハ其115例 二封 スル比 デアル｡
f

之 ニ依 ル ト、 第 一 型 及 ビ第 二 型 テ有 ス ル例 ガ最1

モ 多 ク、,R9.6%二 達 シ、 次 ハ第 三 型(65.4%)、,

第 四 型(54.7%)、 第 七 型(53.O%)ガ 多 イ｡即 五
ド

等 ノ型 ハ小腸 二病攣 テ有 スル例 ノ牛撒以上 ニ告

ラレル｡第 五型、第六型、第八型 等 ラ有 スル唾列

ノ・少 イ｡'
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第8表 腸全禮ニ於ケルレ圭要病攣型ノ

統計(184)例

第一位圭要病髪型

1.皿

皿

IV

V
一.

'1
-_

VI

V皿

計算例

(122例)

酬%
62

5

15

万

万

で

23

50.8

石
12.3

4.9

18.8

目算例
(62例)

酬%
11

2

一
11

一
〇

一
〇

一
4

17.7

3.2

17.7

6.4

22135.4

合 計
(184例)

酬%
73

一ヱ

26

一〇

一〇

一
10

45

39.6

3.8

14.1

5.4

24.4

1.∬.皿 2 1.64 3 4.83 5

2

2.7

1.LIV 0 2

1

3.2

1.6

1.08

皿.IV 0

0

1

2

1

1

1 0.54

0.54

0.54

IV.V皿 1 1.6

一

1

VI.V∬ 0.8 0 1

IV.V皿 1.64

0.8

0.8

1.64

0.8

1

0

0

1.6 3 1.63

0.54皿.V皿 1

1皿.IV.V皿 0 0.54

1.∬.m.IV 2

1

4 6.4 6

1

3.26

1.H.IV.V皿 0

一

〇.54

1.1【.m.IV.VH 1 0.8 0 1 0.54



第9號 】 黒丸=腸 結核症 ノ病理解剖學的研究 563

次 二、各病攣 型 ガ上要病攣型 トシテ存 スル場合

二就 テ観察 スル
｡第9表 二於 ケル主要病攣 型頻

度 ノ欄 ノ實数 ハ、各病攣型 テ第一一位、或 ハ第 二

位 トシテ有 スル例 ノ数 デ、其百分率 ハ其型 テ有

第9表(1)

スル例 二封 スル比 デアル｡鷺 へべ 第 一型 及第

二型 二就 テ云 ヘ バ、 之 テ第一位 ノ主要病愛型 ト

スル例 ガ、103例 中、81例 、 即78.5%ニ 相 當 ス

ル ノテアル｡

小腸 ニ於 ケ ルレ病 攣 型 ノ統 計(115例)

型
頻
度

各
病
攣

頻
度
圭
要
病
攣
型

頻
度
籔
件
病
愛
型

有

無

第一倒

第二位

合 計

第三位

三位以下

合 計

第 一 型
第 二 型
103

89.6%

12
10.4%

81
78.5%

陣 三型
75

65.4%

40
34.6%

11

14.6%

8
7.76%

33

44.0%

89

86.5%

0

14
13.6%

14

13.6%

44
58.7%

1
12

16.0%

19

25.3%

第 四 型

63
54.7%

52

45.3%

21

33.3%

16

25.4%

37

58.7%

6

9.5%

20

.31.6%

4、1釧4、ll%

覇 艘 到28粘 0

第 五 型 悌 六 型

38

33.0%

77

67.0%

1
ノ
0
ク
/
62

1

2.6%

45

39.0%

70

61.0%

1

%0ヨ
0
召

%

-正

0乙0召

2

5.26%

3

7｡9%

33

86.6%

36

94.5%

、.,1%i
0

2

4.496

O
」
/
0ク〆
544

41

91.1%

43

95.5%

0

靴 型隣 八型
61

53.O%

54

47.0%

7

11.4%

17

15.O%

98

85.0%

1
5.8S%

2216%123.f596
21

34.4%

/
クク/

Ω
り
づ131

23
/
0
ク
/
0
β
0
ヨ
「0

40
65.5%

0

5

29.4%,

1
5.88%

11

64.5%

12

70.5%

0

第9表(21同 上 目算例ノ統計(62例)

第 一 型
第 二 型

頻
度
圭
要
病
遜
型

第一位 41

第二位 7

合 訓48

悌 三型 陣 四型

12
一一 一L

23

27 8

39 31

第 五 型

1

第 六 型

一〇

1

7

6 8

第 七 型

3

10

13

第 八 型

の
ヨ

0
0

μ0

コノ表 二依 ル ト、第一型及第二型 テ上要病髪型

トスル例 ガ最 モ多 ク、第 一位 及第二位 トシテ有

スル例 ハ合計89例(86.5%)二 達 スル｡然 シ乍

ラ第一型、 第二型 ノ ミノ例 ハ、 コ ノ内29例 ニ

過 ギナ ィ ノデ(輩 掲病攣型 ノ欄参 照)、其他 ノ60

例 ハ、他 ノ病攣型 テ随件 シテヰル ノデアル｡

第 一型及第 二型以外 デハ、第 三型 又 ハ第四型 テ

主要病攣型 トスル例 ガ多 イ｡即 第三型 デ 「三要病

攣型 トスル例 ハ、 第 三型 テ有 スル75例 中、 封

例 ニ達 シ、第 四型 テ主要病攣型 トスル例 ハ、第

四型 テ有 スル63例 中、37例 ニ達 スル｡Epiii∫ レ

モ各 ノ58.7%二 相 當 スル ノデアル｡

然 ルニ、 第五型、第 六型、第七型、第八型等 テ

主要病攣型 トスル例 ハ少 久 是等 ノ型 ハ随件病

攣型 トシテ第 三位以下 デァルコ トガ多 イ｡即 第

五型 ハ38例 中.33例(86.6%)、 第 六型 ハ45例

中41例(9L1%)、 第 七型 ハ61例 中、32例(52.

2%)、 第 八型 ハ17例 中、11例(64.5%)二 於

テ、第 三位 以下 ノ随件病攣型 トシテ存 スル ノデ

ア ル.

次 ニ、輩 濁 二見 ラレル病型 トシテ・・、第一型拉

ニ第 二型、 及第 四型 デアル｡帥 チ第9表 下段 二

示 ス如 ケ、 前者ハ28.1%、 後 者 ハ 】.卵%二 見

ラレル ノ ミデア ・レ｡即 チ或一種類 ノ病攣型 ノミ

ノ例 ハ極 ク少 任 ノデアル｡而 シテ第 一型拉 ニ

第 二型、 及第 四型 ノ外 ノ病攣型 ガ輩濁 二存 スル

例 ハナ ィ｡

次 二、 病攣型 目算例(62例)ニ 就 テ観察 スルニ、

第9表(2)二 示 ス様 二、大膿 ニ於 テ病攣型 計算

例 ニー致 スル成績 テ得 テ居ル｡
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4.大 腸;於 ケル病攣型 月観寮

大腸 二 於 ケル 病痩型 ノ観 察 ノ・、 病攣型 計算例

122例 中、大腸 ニ病攣 ヲ有 シナ イ11例 テ除 キ、

111例 二就 テ行 ツタ.

病憂 型 ノ頻度 ハ、第10表 ニ示 ス如 ク、第 四型

ヲ有 スル例 ガ最 モ多 ク、111例 中、68例(61｡4

%)ニ 達 シ、次 ノ・、第三型及第七型(何 レモ67例

第10表(1)

即60.5%)力 多 イノデ アル｡次 ハ、第 一型 拉 ニ

第二型、第八型、第 六型、 第五型 ノ順序 デアツ

テ、 小腸 ニ於 ケル頻度 トハ異 ツテヰル｡即 小腸

デ頻度主位 ナル第 一型 拉 二第二型 ハ第 四位 二下

リ、 小腸 デ頻 度最下位 ナル第 八型 ハ大腸 デノ・第

五位 ニ位 スル ノデアル｡

次 ニ 主要病攣型 トシテ ノ頻度 二就 テ観察 スル

大腸 ニ於ケルレ病攣型ノ統計(111例)

有

一
無

型
顕
度
:

各
病
攣

頻
度
圭
要
病
攣
型

頻
度
随
件
病
愛
型

第一位

第二位

合 計

第三位

第三位
以 下

合 計

第 一 型
第 二 型
59

53.4%

第 三 型

67
60.5%

52

46.6%

44

39.5%

371訓 、,14%
6

10.18%

28
47.4%

4

6.S%

70
囮

/
0
ク
/6PO4

1
31

52.6%

輩掲病攣型
7

11.9%

20

29.806

31

46・2%

14

20.9%

0
4
0
召

ノ
0
0
,
80

召
3
一

63
/
0
0
/
8
　
3げ0

3

4.47%

第 四 型

68

61.4%

43

38・6%

9
4
0
召
/
0
ク
!
40

召
3

20
29.4%

42
61.7%

7

10.3%

19
27.9%

26

38.2%

4
/
00/
88ド0

第 五 型

14

12.5%

97
87.5%

0

0

0

0

14

100.0%

14
100.0%

0

第 六 型

50
幽

/
0
ク
/
50

召
0
召

86

77.5%

1

4.096

0

1

4.0%

0

第 七 型

67

60.5タ6

44
39.5%

23
34.3%

19

28.3%

42
62.6%

陣 八型
53

47.7%

58

52.3%

36

67.896

6

11.3%

1
42

79.1%

3
4.47%

24

96.0%

24
96.0%

0

0
召
0
4

%80
」
り
∂

25

37.4%

3

4.47%

3

1
00/
565

S

15.1%

11
20.9%

8
15.1%

第10表(2)同 上 目算例ノ統計(62例)

頻
度
圭
要
病
攣
型

第一位

第二位

合 計

第 一 型
第 二 型

4

8

12

第 三 型

7

11

1S

第 四 型

13

24

37

第 五 型

0

0

0

第 六 型

1

】

0
4

第 七 型

9

14

23

第 八 型

32

6

38

ト、第 八型 ガ主要病攣 テナ ス例 ガ最 モ多 ク、53

例 中、42例 、 即79.1%二 達 スル｡而 シテコ ノ

内8例(15.1%)ノ ・第八型 ノミヨ リ成 ル 例 デア

ル｡次 二多 イ ノ・・、 七型 デアツテ、 コノ型 ラ有

スル{;7例 中、42例(62.`;%)ハ コ ノ型 ヲ主要病

攣型 トスル ノデアル｡

小 腸 二於 テ頻度大 ナル第 四型 ハ、第四型 テ有 ス

ル68例 中、42例(61.7%)ガ コ ノ型 テ主要病憂

型 トシ、大彊 ニ於 テ小腸 ニ於 ケル ト同様 ノ率 テ

刀てシテヰル｡

第 三型 ハ 主要病髪型 トシテ 存 スル例 ノ率 ガ、

46.2劣 デ アツテ、小腸 ヨ リモ少 イ｡

第 五型 ハ主要病攣型 ヲ成 ス例 ガナ ク、本型 ハ全

部随件病攣型 トシテ ノミ存 在 スル｡

第 六型 ハ小腸 ト同様 主要 病攣型 テ 成 ス例 ガi妙

イ｡

次 ニ軍濁病攣 トシテ見 ラレル型 トシテハ、第八

型、 第一拉 二第 二型、第 三型、第 四型 等 デアル

ガ、第 八型 ガ最 モ多 ク、5:3例 中、8例 即15.1%

ニ達 スル｡

'病攣 型 目算例 ニ於 ケル成績 モ之 ト大 同小異 デア

ルレ0

5.纏 括拉=考 按

余ハ腸二肉眼的二結核性病慶 テ有 スル184例 ニ
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就 テ、余 ノ分類 ニ ヨル8種 ノ病攣型 ノ頻度、拉

ニ其 主要 トスル病攣型 ノ頻度 二關 スル統計的観

察 ラ試 ミタ｡

(1)腸 全禮 トシテ観察 スル ト、第一型拉 二第二

型 テ主要病攣 型 トスル例 ガ最 モ多 ク、次 ハ第八

型及第 四型 テ主 トスル例 ガ多 イ｡第 ヒ型及第 三

型 ラ主 トスル例 ハ紗 ク、第五型及第 六型 ハ軍 掲

デ上要病攣 テ成 ス例 ガ無 イ｡

次 二小腸 ト大腸 トテ嘔別 シテ観察 スル｡

(2)小 腸 二於 テ各病攣型 ノ頻度 ラ見ル ト、第 一

型 及第 二型 テ有 スル例 ガ最 モ多 ク、次 ハ第 三型

第 四型 及第 七型 テ有 スル例 ガ多 イ.是 等 ノ型 ハ

何 レモ50.o%以 上 ノ例 ニ 存在 スル｡然 ルニ、

第五型、第六型 及 ビ第 八型 テ有 スル例 ノ・極 ク少

イ｡

次 ニ、小腸 二於 テ主要病憂 ラ成 ス型 ニ就 テ観察

スル ト、第一型及第 二型 ラ主要 トスル例 ガ最 モ

多 ク、 コノ病攣型 テ有 スル例 ノ86.5%ハ 此 ノ

型 ガ圭要病憂 テナ シテヰル｡然 シ乍 ラ、 コノ型

ノミノ例 ハ紗 イ1デ 、 多 クハ他 ノ病疑型 ヲ随作

シテヰル｡

第 一型 及第二型 以外 デノ・、第三型及第 四型 テ主

要病攣 トスル例 力多 イ｡是 等 ハ何 レモ其病攣 型

ラ有 スル例 ノ5零.7%二 於 テ、 主要病攣 ヲナ シテ

ヰル｡

然 ルニ、第五型,第 六型、第七型、第 八型等 テ

主要病憂 トスル例 ハ少 ク、是等 ・・主 トシテ随件

病攣型 トシテ見 ラ レル コ トガ多 イ｡

(3)次 二、大腸 二於 ケル各病攣 型 ノ頻度 ヲ見ル

ト、第 四型 ガ最 モ多 ク、次 ハ第 三型及第 七型 ガ

多 イ｡次 ハ第一虹 二第 二型、第八型、第 六型、

第 五型 ノ順序 二少 イ｡即 小腸 ニ於 テ頻度第 一位

即最 モ大ナル第一拉 二第 二型 ハ第 四位 二下 リ、

小腸 二於 テ頻度最 下位 ナル第八型 ハ第五位 ニ ヒ

ツテヰル｡

次 ニ大腸 ニ於 ケル三k要病攣 型 ノ頻度 テ見ル ト、

第八型 ガ第一位 ラ占 メ、 コノ病漿型 テ有 スル例

ノ79.1%ハ 、 つノ病攣 型 テ主要病攣 トスル ノデ

ア ルレ｡

次 ニ主 要病攣 トシテ多 ク見 ラ レル ノノ・、第 七型

デアル｡小 腸 二於 テ主要病攣 トシテノ頻度大 ナ

ル第四型 ハ大腸 二於 テモ比較的多 久 其傘 ハ大

艦 小腸 ト同様 デアル｡第 三型 ノ・小腸 ノ場合 ヨリ

モ卒 ガ少 イ｡第 五型 ハ主要病攣 トシテ見 ラレル

例 ガ無 ク、全部随件病攣型 トシテノ ミ存 シ、第

六型 ハ主要病憂 テナス例 ガ紗 イ｡

(4)小 腸 ト大腸 ニ於 ケル病攣型 ノ差異 ・・、解 剖

學的造構 ト、腸機能 ノ異 ナ レル關係 ニ ヨルモ ノ

ト考 ヘ ラ レル｡

即小腸 二於 テ、 第一拉 二第二型、第 三型、第 四

型 等ガ多 ク、且主要 ナル病攣 テ成 シ、大腸 ニ於

テ比較的少 イコ トハ、 主 トシテ解 剖學 的造構 ノ

差異 ニ依 ルモ ノナル可 久 大腸 二於 テ、第 七型

及第 八型病攣 ガ主要 ナル病攣 テ成 スコ トへ 腸

内容 ノ停滞 ニ關聯 スル庭 大 ナルモ ノ ト考ヘ ラレ

ルレo

Me細 長潰瘍 卜漿液膜結核性反鷹F月 關係=就 テ

1・ 観察方法及病攣所見

腸粘膜二結核性潰瘍 テ有 スル場合、當該漿液膜

面 ニハ屡 締吉核結節 テ見ル｡

此結節ノ・、粟粒大 ヨリ小豆大ニ達 シ、多 クハ止

針頭大乃至庶實大デアツテ、漿液膜面 ヨリ梢 丸

隆起シ、灰白色乃至灰白黄色ヲ呈 スル｡

之ハ潰瘍 ニ相當スル漿液膜面ニ散在性二撒個見

ラレルヵ、叉ノ・潰瘍邊縁ニー致スル漿液膜面 二

珠婁矧犬二配列 シテヰル｡叉 潰瘍ニ相當スル漿液

膜 面全艦、 又ハ之 テ超 エル範園 ニ亙 ツテ不 規則

ニ散在 シ、又ノ・密生 シ、 往々融合 テ示 シテ居 ル

コ トガアル｡屡 く此結 節・・珠数状 ラナシテ、腸

間膜 附著 部 ノ方 向 二走 リ、又腸間膜面 ニ迄績 ク｡

此結核結 節 テ見 ル場合 ニハ、多 クハ其潰瘍 部ニ

相當 スルレ漿液膜 面ハ充血 シ、繊維素附著 シ、 又

時 ニ・・其部分 ノ腸壁 ハ 織維性肥厚 テ來 シテ居

ルレo

此漿液膜 ノ結節ハ、粘膜 ノ潰瘍ガ小 サク、新鮮
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ナ場 合 ヨリモ、寧 ロ進行 シタ比較 的大 キ イ古 イ

潰瘍 ノ場合 ニ見 ラレル コ トガ多 イ｡

而 シテ、 此結核結 節ノ・、結膜及粘膜 下組織 ニ存

スル結核竈 カラ淋巴管 性轄移 ニ依 ツテ、 漿液膜

及漿液膜 下組織 二起 ツタモノデアル｡

余 ノ・特 二結核 性潰瘍 ノ進行振大 ノ方 向 ト、 此漿

液膜 ノ結核性反慮 トノ關係 テ検索 セ ンガ爲一、

次 ノ如 キ観察 ヲ昭行 ツタ｡

余 ハ第1回 報 告 ニ於 テ、結核 性病攣 ラ第 一型 ヨ

リ第八型 マ デニ 分類 シタ(結 核性病憂 ノ肉眼的

所 見、結核性病攣 ノ分類 拉 二 其 ノ性駄 ノ項参

照)｡

コ ノ内、腸 ノ長軸 二封 シテ直角方 向二細長 イ潰

瘍 ラ第 四型 トシ、之 ト反封 ニ腸 ノ長軸 ニ平行 ノ

細長 潰瘍 ラ第五型 トシタ｡而 シテ是等 ラ更 二其

潰瘍 ノ長 サ2cm.以 下 ノモ ノラAト シ、2cm.

以 上 ノモ ノテBト シタ｡

此 第四型Bト 、第五型Bニ 於 テ、其 漿液膜 ノ結

核性反雁 二 差異 ア リヤ 否 ヤラ統 計的 二観察 シ

タ.

此 反慮 ノ差 異 ト云 フノノ・、 量的差異 デアツテ、

肉眼 的 二、其個 々 ノ潰瘍 ノ漿液膜面 ニ、結核結

節 ガ多撒或 ノ・無撒 二存 スルモ ノテ(柵)ト シ、結

節 ガ極 ク少藪 即1-2個 、 又 ノ・撒個存在 スルモ

ノラ(+)ト シ、此雨者 ノ間 ニアル中等度 ノモ ノ

テ(十ト)ト シ、結核結 節 テ全然 見 ナ イモ ノテ(一)

トシタ｡勿 論此差別 ハ、撒字 ラ以 テ表ハ ス コ ト

ガ不可能 ナ ノデ、大禮以上 ノ様 ナ量的程 度 ラ目

算 ニ依 ツテ定 メタノデアル｡

批統 計 ノ・、肉眼的 二結 核性潰瘍 ラ有 スル168例

中、H4例 二就 テ行 ツタ｡此141例 ノ・、潰瘍撒

第11表

テ計算 シタ122例 、及 潰瘍数 目算例62例(本 論

文 π.腸 結核症 ニ於 ケル 結核 性病攣型 二關 スル

統計的観 察、1.観 察方法、 ノ項参照)中 、22

例 二 就 テ、 観察 シタモ ノデ アル｡目 算例 ニ 於

テ、 細長 潰瘍 ヲ有 スル例 ハ、特 二其 細長 潰瘍 ノ

位置、撒及 性状蚊 二漿液膜 ノ所 見 テ詳細 ニ記載

シテ置 イタモ ノデアル｡

2.細 長潰瘍数=就 テ

144例 中、第 四型B、 叉 ハ第 五型B二 属 スル細

長潰瘍 ヲ有 スル例 ガ88例(61.1%)、 全 然有 シ

ナイ例 ガ56例(38・y%)デ アルセ｡

細 長潰瘍 テ有 スル88例 中、 其 各例 ニ存 スル 細

長潰瘍 ガ全部第 四型Bデ アルカ、又 ハ圭 トシテ

第 四型Bデ アツテ、 第五型Bハ 極 ク少 イ例、 即

「第 四型Bテ 主 トスル例」ハ第11表 二示 ス様 二

68例(77.2%)デ ア ツテ、之 ト同様 ニ「第五 型B

テ主 トスル例」ハ13例(14.7%)デ アル｡又 コノ

「雨者 テ殆 ド同撒 ニ有 スル例 」ハ7例(7 .9%)デ

アルレ｡

即文献 二於 テ腸 ノ長軸 ニ直 角 ノ方 向ニ進行 スル

潰瘍 ガ多 イ ト記載 サ レテ居 ル様 ニ、 此 ノ揚合 ニ

モ、第 四型Bノ 潰瘍 ラコiト スル例 ガ最 モ多 イコ

トテ示 シテヰル ノデ アル｡

次 ニ、是等 ノ例 ノ細長潰瘍 ノ数 テ計算 シテ見 ル

ト、第四型Bテ 主 トスル68例 ガ有 スル 第 四型

B潰 瘍撒ハ合計512個 デ アル ガ、第五型Bテ 主

トスル13例 ガ有 スル第 五型B潰 瘍総撒 ・・46個

デアル｡從 ツテ潰瘍練数 ノ實撒 ハ勿論、假 リニ

其例撒 ニ依 ツテ潰瘍撒 テ除 シテ得 タ撒 ノ比 テ見

テモ、第 四型Bテ 主 トスル例 二於 テ、其卒 ガ多

イコ トテ刀くシテヰル｡

細長潰瘍 ト漿液膜結核性反磨 トノ關係

細 長 漬 瘍 例 数

玩VB型 ヲ圭 トス 石8

VB型 ヲ圭 トス13

IVB 殆 ド同数7

VB

4 腸

潰瘍総数 潰
瘍
数

512401

4646

38

19ユ3

1916

漿 液 膜 反 応

柵囲 刊 一
269

12

7

4

41
τ

羽

4

55

一
16

層

…
4

36

一13

了

4

大 腸

潰
瘍
数

盃

漿 液 膜 反 磨

州 州+ト
27」 ⊥ 壁 葛百『

6

3

6

3

性
炎
数

汎
膜
廣
腹
例

+1-
5315

1

13

6
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次 ニ第 四型Bト 第五型Bテ 殆 ド同撒 二有 スル7

例 二於 テノ・、 其 細長 潰瘍総撒38個 デアツテ、

其 内第 四型Bト 第五型Bノ 潰瘍数 ハ各11)個 デ

ア ル｡

次 二小腸 ト大腸 トニ於 ケル細長潰瘍撒 ノ比較 ラ

見 ル ト、 細長 潰瘍 ハ何 レノ揚合 二於 テモ、小腸

ニ著 シク多 イ｡即 第 四型Bテ 主 トスル例 ニ於 テ

ハ、潰瘍総 敷512個 ノ内、401個(78.3%)ガ 小

腸 ニ存 シ、大 腸 ニノ・111個(21.7%)見 ラ レル ノ

ミテアル｡

次 ニ第五型Bテ 圭 トスル例 ニ於 テハ、潰瘍縮撒

46個 全部 ガ小腸 二存 シ、 大腸 ニハ見 ラレナイ｡

第 四型B、 第五型B潰 瘍 ヲ殆 ド同数 ニ有 スル例

ニ於 テハ、潰瘍線 撒38個 ノ内、29個(76.3%)

ガ小 腸 二存 シ、大腸 ニノ・9個(23.7%)ニ 過 ギナ

イ｡

3.細 長 潰瘍 卜漿液膜結 核性反雁 トノ關係 呂就

テ

第 四型Bテ 主 トスル68例 ニ於 テノ・、 第11表

二示 ス様 二小腸 二存 スル第四型B潰 瘍401個 ノ

内、漿液膜結核性反慮 テ有 スル 潰瘍 ハ縮 計365

個(91.0%)、 而 モ 反慮強度(柵)ナ ルモ ノノ・、

269個(67.0%)テ 算 スル ノデ アル｡之 二反 シ、

反慮(一)ナ ルモ ノノ・僅 ニ36個(9.0%)ニ 過 ギナ

イ｡次 二大腸 二於 テノ・、第四型B潰 瘍111個 ノ

内、反慮 テ有 スル 潰瘍 ノ・52個(46.8%)デ 、 其

内反慮(冊)ナ ルモ ノノ・、27個(21.3%)デ アル｡

然 ルニ反慮(一)ナ ルモ ノハ、59個(53.2%)ニ 達

ス ルレo

即第 四型B潰 瘍 テ圭 トスル例 ニ於 テハ、其 潰瘍

ノ漿液 膜 ノ結核性 反慮 ハ、小腸 二存 スル潰瘍 ノ

大 多数 ハ反慮 ラ有 シ、而 モ反磨強度(帯)ナ ルモ

ノガ最 モ多 イ ノデアル ガ、大腸 ニ於 テハ、寧 ロ

反慮 テ鋏 ク潰瘍 ガ梢 支多 イ撒 テ示 シテヰル｡

次 ニ第五型B潰 瘍 ラ圭 トスル例 二於 テハ、第五

型B潰 瘍数46個 ノ内、 反慮 ラ有 スル潰瘍 ハ33

個(71.7%)デ 、 其 内反磨 ガ輕度(+)ノ 潰 瘍 ガ比

較的多 ク、16個(34・7%)ラ 算 スル、 反慮(一)ナ

ルモ ノハ、13個(28.3%)デ アル｡而 シテ反磨i強

度(帯}ノ モ ノハ12個(26.1%)デ アル｡即 第 五

型B潰 瘍 ラ圭 トスル例 デハ、比較的 ニ反磨 ノ輕

度 ナ潰瘍 ガ多 イノデアル｡

次 二第 四型B、 第五型Bノ 雨型 ノ潰瘍 テ殆 ド同

撒 ニ有 スル例 二就 テ、其第 四型B潰 瘍 ノ反慮 ヲ

見ル ト、小腸 ニ於 テノ・、13個 ノ潰瘍 ノ内1個 テ

除 ク外 ハ 皆反磨 テ有 シ、 而 モ7個 ハ 反磨i強度

(帯)デ アルガ、 大腸 デハ、6個 ノ潰瘍全 部ガ反

慮(一)デ アル｡反 封 二 第五型B潰 瘍 ノ反慮 テ

見 ル ト、小腸 二 存 スル16個 ノ潰瘍 ノ内、12個

(75.0%)ノ ・反慮 ラ有 シ、残 リノ4個(2・5.0%)ハ

反 慮(一)デ アル｡而 シテ反慮 テ有 スルレ12個 ノ

潰瘍 ハ反磨強度(柵)、 中等度(十)、 輕 度(+)等

何 レモ4個 デアル｡大 腸 ニ存 スル3個 ノ潰瘍 ハ

反磨(一)デ アル｡即 第 四型B、 第五型Bノ 雨型

潰瘍 テ殆 ド同敷 ニ有 スル例 ニ於 テハ、小腸 ノ第

四型B潰 瘍 ハ反磨 テ有 スルモ ノ多 ク、殊 ニ強度

ノ反磨 ラ有 スルモ ノガ約孚数 ラ占 メテヰル ガ、

小腸 ノ第五型B潰 瘍 デハ、 反慮強度 ノ潰瘍 ガ

25.0%ニ 過 ギナf｡而 シテ大腸 二於 テハ雨型 ノ

潰瘍共 ニ反鷹 ハ全 ク(一)デ アル｡

(備考、第11表 ノ最後 ノ欄ニ載セテアルレ塵 ノ廣汎性

腹膜炎ノ・、腸 ノ漿液膜 ノミニ限ラレタ限局性 ノ結核

性腹膜炎 ノミナラズ、 腹膜 ノ廣範園ニ亙ツテ結核性

病愛 ヲ件フ場合 ヲ意味 スルレノデ参考 ノ爲附記シタモ

ノデアルレ)｡

以 上 ノ統計 カ ラ考 ヘテ見 ル ト、第 四型Bテ 主 ト

スル例 ニ於 テへ 第五型Bテ 主 トスル例 ニ比 シ

其細長潰瘍 ノ漿液膜反慮 ハ強度(柵)ナ ルモ ノガ

多 ク、 又一般 ニ比較的 デハ アルガ、反慮 テ有 ス

ル潰瘍 ガ多 イ｡第 四型B、 第五型Bノ 雨型潰瘍

テ殆 ド同数 二有 スル例 ニ於 テへ 第 四型Bノ 潰

瘍 ニ、 比較 的、反慮 ガ著明(惜)ナ 場合 ガ多 イ｡

叉 小腸 ト大腸 ラ比較 シテ見 ル ト、何 レノ例 二於

テモ大腸 ノ細長 潰瘍 ニハ反慮 テ見 ルコ トガ少 イ

ー トカ明 ラカ デアル｡上 述 ノ關係 ハ 模型 圖(第

12表)ニ 依 ツテ見 レバ明 ラカテアル｡

コ ノ表 ニ於テ、A・ ・第四型Bヲ 圭 トスルレ例、Bノ ・第

五型Bヲ 圭 トスルレ例、Cノ ・雨者ヲ殆 ド同数ニ有スルレ

例 ヲ意味ン、 横 ニ細長 イ方形 ノ長サノ・、潰瘍倣 ノ多
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少ヲ現ノ・シ、 漿液膜反磨 ノ強弱・・色別ニ依ツテ匠別

サ レテヰル｡

次 二上記 ノ細長 潰瘍 ラ有 スル例 ト、第 四型B、

第 五型Bノ 細長 潰瘍 テ全 ク有 シナイ例 トニ於 テ

其 各 ノ例 ニ存 スル各種 ノ潰瘍 ノ漿液 膜反慮 ノ有

無 テ比較 シテ見 ル ト、第13表 ニ示 ス様 ニ、細

長 潰瘍 テ全 ク 有 シナ イ56例 ニ於 テへ 其存 ス

第12表

ル総 テ ノ潰瘍 ニ反慮 ガ(一)ナ ル例 ガ33例(59・1

%)デ アルガ、 之 二反 シ細長潰瘍 テ有 スル例 ニ

於 テ・・反慮 ←一)ナ ル例 ・・6例(第 四型Bテ 主 ト

スル例)及1例(第 五型Bラ 主 トスル例》デ、何

レモ15・o%以 下 ノ少撒 ラ 示 シテヰルニ 過 ギナ

イ｡即 細長潰瘍 テ有 シナ イ例 ハ、之 テ有 スル例

二比 スル ト漿液膜 ニ結核結節 テ來 ス例 力少 イコ

細長潰瘍 ト漿液膜結核性反晦 トノ關係

Σ
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第13表

白
日白

日幽自
「

検 査 例}漿 液 膜 反 晦

細 長 潰 瘍 到 例 釧 捌1一 例

IVBヲ 主 トス 68162 6

VBヲ 主 トス 13 12 1

IVB、VBヲ 殆

ド同藪 有 ス
7 7 0

細長潰瘍無シ 56 23 33

トテ爪 シテヰル｡

4.纏 括 拉a考 按

(1)細 長 潰瘍(第 四型B及 第五型B潰 瘍)卜 、其

漿液膜 ノ結核性反慮 ノ關係 ニ就 キ統計的観察 テ

試 ミタ｡

(2)検 査 例144例 中、 細長潰瘍 テ有 スル例 ハ88

例(61.1%)、 無 イ例 ハ56例(3s.9%)デ ア ル｡

(3)細 長 潰瘍 トシテノ・、第四型Bガ 著 シク多 イ｡

帥 細長潰瘍 ヲ有 スル88例 中、68例(77・2%)ハ

第 四型Bラ 主 トシ、其第 四型B潰 瘍合計512個

ニ達 ス｡13例(11.7%)・ ・第五型Bテ 圭 トシ、其

第五型B潰 瘍 合計46個 デアル｡

雨 者 ノ 細長潰瘍 テ殆 ド同数 二 有 スル例 ハ7例

(7.9%)デ 、 其細長潰瘍合計38個 デア ル｡

(4)細 長 潰瘍 ハ何 レモ小腸 二著 シク多 ク、大腸

ニハ少 イ｡

EP第 四型Bテ 主 トスル例 ニ於 テハ、其有 スル第

四型B潰 瘍 ノ7&3%ハ 小 腸 ニ存 シ、 大腸 ニノ・

21.7%存 ス ル ノミデアル｡

第 五型Bテ 主 トスル例 デハ、其第 五型B潰 瘍全

部 ガ小腸 ニ存 スル｡

第 四及第五型B潰 瘍 ヲ殆 ド同数 二有 スル例 ニ於

テハ其細 長潰瘍 ノ76.3%ガ 小 腸 ニ存 スル｡

(5)第 四型B潰 瘍 ハ第 五型B潰 瘍 ニ比較 スル ト

ー般 二其漿液膜 ニ結核性反慮 ラ有 スル潰瘍 ガ多

ク、 且 ツ其反慮強 度 ノ場合 ガ多 イ｡

即 第四型Bテ 主 トスル例 二於 テノ・、其 小腸 二於

ケル同型潰瘍 ノ内、漿液膜 ニ結核性反慮 テ有 ス

ルモ ノ91.0%(反 慮 強度 ノモ ノ67.0%)ニ 達 シ、

第五型Bテ 主 トスル例 ニ於 テハ、其 小腸 二於 ケ

ル同型潰瘍 ノ内、漿液膜反鷹 ラ有 スルモ ノ7]・7

%仮 慮 強度 ノモ ノ26.1%)デ ア ル｡而 シテ第

四及第五型Bテ 殆 ド同撒 ニ有 スル例 ニ於 テハ、

第 四型B潰 瘍 ガ漿液膜反慮著明 ナ場 合 ガ多 イ｡
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(の 漿 液膜 ノ結核性反慮 ハ小腸 ト大腸 トニ依 ツ

テ著 シイ差異 ガアル｡小 腸 ニ著 明 デ、大腸 ニハ

少 イ｡

ED第 四 型Bラ 圭 トスル例 ニ於 テ・・、小腸 ノ第 四

型B潰 瘍 ノ9LO%二 漿液 膜反癒 テ有 スルモ、大

腸 ニ於 テハ同型 潰瘍 ノ46.8%ニ 反 慮 テ有 スルニ

過 ギナ イ｡

叉 第四及第五型Bテ 殆 ド同数 有 スル 例 二 於 テ

ハ、大腸 ニ存 スル細長 潰瘍全 部 ガ反慮 ラ鋏 イテ

オル｡

(7)細 長 潰瘍 ナキ例 ニ於 テハ漿液 膜 反慮 ヲ有 ス

ル例 ガ少 イ｡

EP細 長 潰瘍無 キ56例 ニ於 テハ、 其全腸 ノ潰瘍

二漿液膜 反慮 ヲ鋏 ク例 ガ59.0%存 ス ルガ、 細

長潰瘍 ラ有 スル例 ニ於 テノ・反慮 ヲ鋏 ク例 ガ15・0

%以 下 デ アル｡

(8)以 上 ノ統計 ノ成績 二依 ツテ考 フルニ、小腸

ト大腸 トニ依 ツテ細長 潰瘍 ノ頻度拉 二其漿液膜

反雁 ノ程度 二著 シイ相違 テ來 スコ トハ、 其解剖

的構造及機能 ノ差異 ニ關 スルモ ノ ト考 ヘ ラル｡

第 四型Bト 第五型B潰 瘍 トノ頻 度 ニ著 シイ差異

ヲ有 スル コ ト・・、 腸 ノ結核性潰瘍 ハ主 トシテ其

淋 巴管 ノ経 路 ニ沿 フテ進行 スル ト云 フ特 性 テ示

スモ ノデ アツテ、第 四型B潰 瘍 ニ於 テ特 ニ其漿

液膜 ノ結 核性反慮 ノ著 明 デアルコ トハ、其淋 巴

管性轄 移 ノ盛 ナルレコ トテ示 スモ ノデアル｡之 ニ

反 シ第五型 ハ主 トシテパ イエ ル氏板内小潰瘍 ノ

融合 ニ ヨリテ生 ジタモ ノデアツテ、必 シモ淋 巴

管性轄 移 ラ必要 トセズ、.バイエル氏板 ノ形獣 二

從 テ長軸 二沿 ウ細長 ナ形 テ現 ハスモ ノデアル｡

本 稿 テ終 ルニ當 リ、御 校閲 テ賜 ハ リタル東京市

療養所長田澤錬 二博 士二敬意 ラ表 シ、終始 懇切

ナル御指導 ト御 校閲 テ賜 ハ リタル岡治道博士 ニ

衷心感謝 ノ意 テ表 ス｡




